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オオトウおよびブドウに対するホウ素

資材施用に関する試験

荒垣憲一・香山武司・深井尚也

（山形県圃試）

石　塚　昭　吾

（山形県農試置賜分場）

1．ま　え　が　き

近年果樹園における微量要素欠乏が目立っており，

その中でもホウ素欠乏による縮呆病等の生理障害が各

地で多発している。山形特産であるオオトウの場合に

も縮果病，枝のロゼット症状，またブドウの場合には

エビ症，アン入り等，果実の商品価値を著しく低下さ

せる障害がみられている。それらのホウ素欠乏の原因

としては，ホウ素肥料の未施用はもちろんであるが，

土壌の酸性化に伴うホウ素の溶脱，酸度矯正のための

石灰施用によるホウ素の不可給感化も鬼のがすことの

できない要因と考えられる。

一方，ホウ素肥料であるホウ砂は水浴性ホウ素肥料

であるため，流亡しやすいといわれている。そこで，

第1表　試験区の概要

これらのホウ素欠乏対策の一つの資料を得るためにホ

ウ砂とク溶性ホウ素肥料である甘．T．乱　を対比させ，

ホウ素肥料の効果を土壌中の水溶性ホウ素の動向，植

物体中のホウ素含量の増減，生理障害等について換討

した。

2．試　験　方　法

第1表に示すように，A，B（オオトウ固），C，♪

（ブドウ固）の4現地圃場を供試し，ホウ素肥料の効

果を検討した。なお，各園地の概況は，A園は段丘堆

積層に蔵王の火山灰が20m程度に堆積して生成され

た土壌で，下層は大礫に富む礫層である。このため透

水性はきわめて良好であるが，過千のおそれがあり要

素欠乏が発生しやすい地帯である。

供　 託　 樹 国 名 試　 験　 区 施　 用　 量 処　 理　 年　 次 供 託 面 積

オ オ ト ウ

（ ナ ポ レ オ ン ）

A

対　　　 照 無　　 施　　 用 1 9 8 d

1 9 8 7 各 々 5 aホ　 ウ　 砂

5 d D F B 2 0 3／ 1 0 a
F ． T ． 且．

丑
対　　　　 照 無　　 施　　 用

1 9 る7 各 々 5 a
甘 ． T ． 且． 5 8 0 才5 2 0 3／ 1 0 a

ブ ド ウ

（ デ ラ ウ エ ア ）

C

対　　　 照 無　　 施　　 用

1 9 8 7 各 々 5 aホ　 ウ　 砂

5 8 0 才も2 0 3／ 1 0 a
牙． T ． 且．

か

対　　　 照 無　　 施　　 用

1 9 占7 各 々 5 aホ　 ウ　 砂
5 8 0 才丘2 0 3 ／ 1 0 a

甘 ． T ． 且．

B園は寒河江川の沖積地で比校的秒質に富んだ，透水

性の良好な地帯であるが，時期による地下水位の変動

が激しく，立枯が目立つ地帯である。C園は，凝灰岩

第三紀層土壌で耕土は浅く，ほぼ50～40ぐ椚下層に

は凝灰岩の未風化の不透水層が存在するため，透水性

が悪く，かつ夏には乾燥の激しい憤斜地ブドウ園であ
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る。Ⅰ）園は，最上川の沖培地で耕土が比較的深く，か

つ腐植に富んだ壌質砂土の園である。

る．試　験　の　結　果

1．土壌中の水溶性ホウ素の動向

A園では，施用後1年で対照区に比較してホウ砂，

F．T．臥区で50cm程度の深さまでその含量が増加

するのが認められ，かつホウ砂は　F．T．乱　と同等の

効果が認められた（第2表）。B園では水溶性ホウ素

含量は少ないが，対照区に比佼して，A園同様　甘．T．軋

区で増加するのが認められた。C園の場合は，処理に

よる差が最も不明確で，表層で処理の影響がみられる

だけであったo D園ではA，£園同様下層までホウ素

の移行が認められた。

第2表　土壌中の水溶性ホウ素含量およびpH（H20）

樹　 種 固　 名 年　 次 土 壌 の 深 さ

試　　　　　 験　　　　　 区

対　　　 照 ホ　 ウ　 砂 牙．　 T ．　 且 ．

B p H 8 p H B p H

オ

ウ

ト

ウ

A

1 9 8 7

　 ∽

0 － 1 0 0．9 0 5 ．△ 0 1．5 4 5 ．4 0 1．1 5 5 ．8 5

2 0 － 5 0 0 ．6 9 5 ．0 0 1．5 5 5 ．1 0 0 ．9 7 5 ．0 5

4 0 － 5 0 ロ．4 5 5．2 5 1．2 5 5 ．1 0 0．8 1 5．5 0

1 9 8 8

0 － 1 0 0 ．9 5 5 ．4 0 1．5 9 4 ．9 5 1．5 1 5 ．9 0

2 0 － 5 0 0 ．7 4 5．1 0 1．2 8 5 ．2 8 1．7 0 5 ．8 0

4 0 － 5 0 0 ．8 2 5 ．0 5 1．0 5 4 ．9 8 1．0 9 5 ．° 8

1 9 8 9

0 － 1 0 0 ．8 （～ 4 ．5 0 1．2 ° 4 ．7 5 1．0 8 5．5 0

1 5 － 2 5 0 ．8 1 4．8 0 0 ．9 2 4 ．7 0 1．1 7 4 ．7 0

5 0 － 4 0 0 ．7 7 4 ．7 0 1．1 1 4 ．9 0 1，0 1 4 ．9 0

五

1 9 8 8

0 － 1 5 0 ．2 1 5 ．5 5
－ － 0 ．4 6 8 ．8 0

1 5－ 5 0 0 ，5 5 5 ．5 5
－ － 0 ．5 8 5 ．2 5

1 9 8 9

0 － 1 5 0 ．2 7 5 ．8 8 － － 0 ．4 8 5 ．9 2

1 5 － 5 0 0 ．1 8 5 ．4 5 ー － 0 ．2 9 5 ．8 5

ブ

ド

ウ

C

1 9 d 9

0 － 1 0 0 ．8 8 5 ．5 5 1．4 1 8 ．5 5 1．4 0 5 ．7 D

2 0 － 5 0 0 ．8 1 5 ．8 8 0 ．8 7 5 ．8 0 0 ．9 7 占．2 0

1 9 8 8

0 －　 5 0 ．8 0 8．5 0 1．5 2 8 ．1 8 0 ．9 0 5 ．8 8

1 5 － 2 0 0 ．5 5 8 ．5 2 0 ．8 5 占．d O 0 ．7 0 5 ．7 0

5 0 － 5 5 0 ．8 9 5 ．8 5 0 ．5 7 占．5 2 0 ．5 9 5 ．7 5

♪

1 9 8 8

0 － 1 5 0 ．9 9 5 ．占 2 1．2 4 5 ．d 8 1．5 1 8 ．2 8

1 5 － 5 0 0，5 8 5 ．4 2 0 ．9 9 5 ．5 5 0 ．9 4 8 ．0 5

1 9 8 9

0 － 1 5 0 ．7 4 8 ．0 5 1．0 9 5 ．7 0 0 ．8 7 5 ．5 2

1 5 － 5 0 0．5 1 8 ．0 5 0 ．9 8 5 ．7 8 0 ．d O 5．5 8

5 0 － 4 5 0．5 5 5 ．7 2 0 ．7 2 5 ．9 8 0 ．8 4 5 ．7 5

注．　対乾物（pp皿）

残劾性は施用後5年目でもかなり認られるが，ホウ砂

と野，T．8．との間には明確な蓋は認められなかった。

なお，pEと水溶性ホウ素の動向との間には明確な関係が

認められなかった。

2．葉および果実中のホウ素含量

A，B園のオウトウについてみると，開園の場合と

も処理後1年で，菓および果実中のホウ素含量が増加

した。
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なお乱で．乱　に対してホウ砂のほうが有効的であった

（第5衰）。この便向はA園で2年とも同様の傾向で

あった。菓および果実中のホウ素含量は土壌中の水溶

性ホウ素含量に敏感に順応するようであった。

第5表　菓および果実中のホウ素含量

国　　 名 年 次 部 位

試　 験　 区

対 照 ホ ウ砂 牙．T ．屈．

A （オオ トウ ）

1 9 8 7

葉 1 5．0 2 5．7 2 1．2

果 実 1 2．2 2 7．4 1 9．9

1 9 8 8

葉 9．8 1 8．0 1 1，1

果 実 1 1．5 2 9 ．5 2 1．8

五　 （オオ トウ）
1 9 8 8 葉 1 2．7

－
1 9．5

1 9 8 9 稟 1 8．2 － 2 4．1

C　 （ブ ド　 ウ）

1 9 8 7 薬 1 8．8 1 8 ．8 2 1．2

1 9 8 8

菓 1 5 ．5 1 0 ．9 1 5．7

呆 房 1 5．1 1 5．8 1 5．5

D （ブ ド　 ウ）

1 9 8 8 棄 1 5．0 1 4．7 1 4．7

1 9 d 9

葉 1 2．5 1 4 ．7 1 5．7

葉 柄 1 2．2 1 5 ．0 1 5．8

注．対乾物ppm

ブドウについてみると，C園では，栄粒中のホウ素

含量に処理の効果がみられるだけで，集中ホウ素含量

には処理の効果が認められなかった。しかしD園では

葉および葉柄中のホウ素含量は，処理によって増加し

たが，A園のオウトウl司様，2年間とも，乱丁．乱　に

比較して，わずかではあるが，ホウ砂のほうが有効的

であった0　その他の無根成分含量には処理による影響

は認められなかった。

5．果実の品質および生育

オウトウの場合には，1987，’88年とも縮果病の発

生は，ほとんどみられなかったがミソ玉来の発生がわ

ずかに認められたので調査したところ，対照区に比較

して，処理区のほうが発生が少なくなる傾向が舐めら

れた（第4衰）。

しかし，ホウ砂と　F．T・乱との効果の蓋は明確でな

かった0　ミソ玉巣は一般的に，富作の年に多く，いわ

ゆる，不受精巣が落果してから，果実にはりがなくな

り，しだいに黄ばんで落果する。しかしながらこの2

年間の発生量は大変少ないので，明確な結果を出すに

は，発生の多い年に調査する必要ある。その他，B園

で果実の糖度，酸度等について調査したが，処理によ

る差は認められなかった。

第4表　ミソ玉巣発生（A固）

年 次 試 験 区 調 査 果 数 ミソ玉 来 数 向 左 率

1 9 d 7

対　　 照

個 個 洛

1 7 9 1 4 7．8

ホ　 ウ　 砂 1 1 占 4 5．4

F ． T ．且． 2 8 5 5 1．1

1 9 8 8

対　　 照 7 2 5 1 8 2．2

ホ　 ウ　 砂 4 7 8 4 0．8

ア． T ．屈． 2 4 7 5 1．2

ブドウについてみると，1987年にC園で尻上り現

象が多くみられたが，ホウ砂およびF．T．乱の処理に

よって発生が少なくなる慣向が認められた。しかし，

1年だけの結果であるので今後，さらに検討する必要

がある。

第5表　尻上り発生（C固）

試 験 区 調 査 呆 数 尻上 り異数 同　 左　 率

対　　 照

個 個 喀

7 8 5 6 4 1．4

ホ　 ウ　砂 9 0 1 9 2 1．1

7 ．で．且． 8 5 9 1 0．8

D園で5年間，着色，糖度，酸度等の品質について

調査したが，年次によるふれが大きくて明確でなかっ

た。

第d衷　果房品質におよぼす処理の影響（刀園）

年 次 試 験 区 着　 色 一 房 重 糖　 度 酸　 度

1 9 8 7

対　　 照 8 7

　 タ

1 1 9．5

B X

1 7．5

痴

ホ　 ウ　 砂
－ － － －

タ． T ． 且． 8 8 1 2 5．7 1 7．5 －

1 9 8 8

対　　 照 8 0 1 2 8．4 1 5．5

ホ　 ウ　 砂 9 5 1 1 8．4 1 7．1

F ． T ， E ． 8 8 1 5 1．1 1 ム5
－

1 9 8 9

対　　 照 8 8．5 1 0 7．8 1 4．8 0．7 2

ホ　 ウ　 砂 9 2．5 9 と5．5 1 4．7 0．7 2

F ． T ． 戌． 9 0．0 9 6．2 1 4．7 0．7 5
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4．考　　　　　察

水溶性ホウ素肥料のホウ砂，ク溶性ホウ素肥料のE

T．乱とも少なくとも2年間の残劫が認められたが，

A園での土機中水溶性ホウ素含量の減少の仕方からみ

れば，ホウ砂でも5年から4年に1回の施用で十分で

あると思われる。また，2年間でみる限りでは，ク溶

性ホウ素肥料の才．T・乱に対してホウ砂の残劾性で劣

ることはなかった。

葉および果実中のホウ素含量は，土壌中のホウ素含
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量に敏感に順応し，この慎向は，ブドウよりもオオト

ウのほうが顕著であった0またA，D園では，ホウ砂

よりは，F・T・乱のほうが効果が劣る傾向があった。

果実の品質には処理の影響が認められなかった。こ

れは，各園とも，対照区でも，土壌中水溶性ホウ素含

量が相当高いためではないかと患われる。今後，果実

の品質，生理障害に対する。ホウ素肥料の効果を検討

するには，土壌中のホウ素含量の少ない園で調査を行

なう必要がある。また，土壌の乾燥とホウ素肥料との

効果をも，今後検討する必要がある。

リンゴにおけるスコアリング（環状切皮）

の効果に関する研究

第2報　　連年処理について

粟生和夫・熊谷憲治・三浦浄平

（青森県農試園芸支場）

1．ま　え　が　き

前報（19°8）では，スコアリング勉理が開花結実

促進に著しく効果のあることを報告した。しかしなが

ら，この効果も1年より持統性がなく，勉理翌々年の

開花率は，2年連続勉理したものに比べて著しく低い

値を示し，無処理区と同じか劣る慣向であった。その

ため今回は，開花結実向上のため，何年間の連続処理

が必要なのかを検討した。また，連年地理区と無地理

との果実品質の差異，さらには，連年処理していく中

で，処理年のジュンドロップ防止に対する効果を検討

したのであわせて報告する。

2．試　験　方　法

1．品種　ふじ，スターキング各る年生（19d7）

2．試験区別　1年のみ処理，2年連続処理，5年

連続処理，無処理はの4区。なおスターキングでは1

年のみ地理区を設けなかった。

5．処理方法　接木ナイフで，地上50～50の符の

幹周に1周して切皮。2年目以降は前年勉理した部分

の上部に適当な間隔（2～5（Ⅶ）で処理。

4．供託樹数　ふじ各区2樹，スターキ∴／グ各区5

樹。

5．処理時期　落花後2週間。なおスターキングで

はジ1ソドロップ防止効果をみるために，さらに1週間，

5週間後に地理する区を設けた。

占．施肥皇：N・P・ち　200才，100g，

200才（1年生から5年生まで）

400才，200タ，400才（4年生から9年生まで）

7．試験樹　1年生苗木を定植育成したもの。

8．試験場所　十和田市泉田

9．調査　開花率・結実率・果実品質・ジュンドロ

ップ防止効果。

吉．結果および考察

1．開花率について

第1表にみられるように，ふじでは，19占7年に処

理したものの翌年の開花率が80感に対し，無処理区

が18多でかなり劣っていた。また，2年連続（1987，

も8）処理した1969年の開花率が41感に対し，1

年のみ（19°7）処理・無処理区の開花率は各々2佃，

27感で劣っていた。さらに5年連続（1987，，占8，

，89），2年連続，1年のみ処理の1970年の開花率

が，各々85蕗，7d釘，87射こ対し，無勉理区は

82多であった。すなわち1年のみの処理区は翌年の

開花量が著しく増加したが，翌々年まで効果は持続せ


